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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーディオ信号
を合成する方法であって、前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号が、少なくと
もオーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、前記マルチチャンネルオーディオ信号の
個々のチャンネル用の個別のパラメータ値を含み、少なくともオーディオ周波数帯域の一
部の帯域用として、
　前記パラメータ領域の中で前記マルチチャンネルのパラメータ値を組み合わせるステッ
プと、
　モノオーディオ信号を合成するために前記組み合わされたパラメータ値を利用するステ
ップと、を具備し、
　前記パラメータ値を組み合わせるステップが、前記マルチチャンネルにおけるそれぞれ
の活動に関する情報に基づいて少なくとも１つのパラメータに対して制御される方法。
【請求項２】
　前記パラメータが前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、前記マル
チチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数とを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、前記マルチチャンネルにおけるそれぞれの活動
に関する前記情報が、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、
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　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の短時間にわたる利得係数の組み合わせ
と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の前記マルチチャンネルオーディオ信号
の周波数帯域の少なくとも一部の帯域におけるエネルギレベルと、
　前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を出力する符号化端部から受信した前
記活動に関する個別のサイド情報と、のうちの少なくとも１つを含む方法。
【請求項４】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示された場合、前記
第１のチャンネル用として利用可能な少なくとも１つのパラメータの値を無視する請求項
１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示された場合、前記
マルチチャンネル用として利用可能な少なくとも１つの別のパラメータの値の平均値を計
算する請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示されなかった場合
、前記マルチチャンネル用として利用可能な前記マルチチャンネルの値の平均値を計算す
る請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記マルチチャンネル信号がステレオ信号である請求項１から６のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項８】
　原マルチチャンネルオーディオ信号を低周波数帯域信号と高周波数帯域信号とに分割し
、前記低周波数信号を符号化し、前記マルチチャンネル用の前記高周波数帯域信号を個別
に符号化する先行するステップを具備し、この結果として前記マルチチャンネルの各マル
チチャンネル用の前記パラメータ値を得る方法であって、前記高周波数帯域信号用として
上記の結果得られた少なくとも前記パラメータ値を前記モノオーディオ信号を合成するた
めに組み合わせる請求項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーディオ信号
を合成するオーディオデコーダであり、前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号
が、少なくとも原マルチチャンネルオーディオ信号のオーディオ周波数帯域の一部の帯域
用として前記マルチチャンネルオーディオ信号の個々のチャンネル用の個別のパラメータ
値を含み、
　少なくとも前記マルチチャンネルオーディオ信号の周波数帯域の一部の帯域用として、
前記パラメータ領域の中で前記マルチチャンネルのパラメータ値を組み合わせるように為
す少なくとも１つのパラメータ選択部と、
　前記少なくとも１つのパラメータ選択部が出力した組み合わされたパラメータ値に基づ
いて、少なくとも前記マルチチャンネルオーディオ信号の周波数帯域の一部の帯域用とし
て、モノオーディオ信号を合成するように為すオーディオ信号合成部と、を具備するオー
ディオデコーダであって、
　前記パラメータ選択部が、前記マルチチャンネルにおけるそれぞれの活動に関する情報
に基づいて、少なくとも１つのパラメータ用として前記パラメータ値を組み合わせるよう
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に為すオーディオデコーダ。
【請求項１０】
　前記パラメータが前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、前記マル
チチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数とを含む請求項９に記載のオーディオ
デコーダ。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載のオーディオデコーダであって、前記マルチチャンネルにおけ
るそれぞれの活動に関する前記情報が、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の短時間にわたる利得係数の組み合わせ
と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の前記マルチチャンネルオーディオ信号
の周波数帯域の少なくとも一部の帯域におけるエネルギレベルと、
　前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を出力する符号化端部から受信した前
記活動に関する個別のサイド情報と、のうちの少なくとも１つを含むオーディオデコーダ
。
【請求項１２】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記第１のチャンネル
における活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少なくとも１つの別のマルチチャン
ネルにおける場合よりも著しく低いことが示された場合に、前記マルチチャンネルのうち
の第１のマルチチャンネル用として利用可能な少なくとも１つのパラメータの値を組み合
わせる前記ステップ時に、前記パラメータ選択部を無視するように為す請求項９乃至１１
のいずれか一項に記載のオーディオデコーダ。
【請求項１３】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの前記第１のチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少な
くとも１つの別のマルチチャンネルにおける場合よりも著しく低いことが示された場合に
、前記パラメータ選択部が、前記マルチチャンネル用として利用可能な少なくとも１つの
別のパラメータの値の平均値を計算するように為す請求項１２に記載のオーディオデコー
ダ。
【請求項１４】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、少なくとも１つの前記マルチチャ
ンネルのうちの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示されなかった場合
、前記パラメータ選択部が、前記マルチチャンネル用として利用可能な前記パラメータの
値の平均値を計算するように為す請求項９乃至１３のいずれか一項に記載のオーディオデ
コーダ。
【請求項１５】
　前記マルチチャンネル信号がステレオ信号である請求項９乃至１４のいずれか一項に記
載のオーディオデコーダ。
【請求項１６】
　請求項９乃至１５のいずれか一項に記載のオーディオデコーダを備えた移動端末装置。
【請求項１７】
　オーディオエンコーダと、請求項９乃至１５のいずれか一項に記載のオーディオデコー
ダとを備えた符号化システムであって、前記オーディオエンコーダが、符号化済みマルチ
チャンネルオーディオ信号であって、少なくとも原マルチチャンネルオーディオ信号の周
波数帯域の一部の帯域用として、前記マルチチャンネルオーディオ信号の個々のチャンネ
ル用の個別のパラメータ値を含む前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を出力
し、
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　前記オーディオエンコーダが、前記マルチチャンネルでの活動に関する情報を決定する
ように為し、さらに、前記オーディオデコーダによって利用できるように前記情報を提供
する評価用コンポーネントを具備する、符号化システム。
【請求項１８】
　利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーディオ信号
を合成するプログラムであって、前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号が、少
なくともオーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、前記マルチチャンネルオーディオ
信号の個々のチャンネル用の個別のパラメータ値を含み、前記プログラムはコンピュータ
に、
　前記パラメータ領域の中で前記マルチチャンネルのパラメータ値を組み合わせるステッ
プと、
　モノオーディオ信号を合成するために前記組み合わされたパラメータ値を利用するステ
ップと、を実行させ、
　前記パラメータ値を組み合わせるステップが、前記マルチチャンネルにおけるそれぞれ
の活動に関する情報に基づいて少なくとも１つのパラメータに対して制御されるプログラ
ム。
【請求項１９】
　前記パラメータが前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、前記マル
チチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数とを含む請求項１８に記載のプログラ
ム。
【請求項２０】
　請求項１８又は１９に記載のプログラムであって、前記マルチチャンネルにおけるそれ
ぞれの活動に関する前記情報が、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の短時間にわたる利得係数の組み合わせ
と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の前記マルチチャンネルオーディオ信号
の周波数帯域の少なくとも一部の帯域におけるエネルギレベルと、
　前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を出力する符号化端部から受信した前
記活動に関する個別のサイド情報と、のうちの少なくとも１つを含むプログラム。
【請求項２１】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示された場合、前記
第１のチャンネル用として利用可能な少なくとも１つのパラメータの値を無視する請求項
１８から２０のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項２２】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示された場合、前記
マルチチャンネル用として利用可能な少なくとも１つの別のパラメータの値の平均値を計
算する請求項２１に記載のプログラム。
【請求項２３】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示されなかった場合
、前記マルチチャンネル用として利用可能な前記マルチチャンネルの値の平均値を計算す
る請求項１８から２２のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項２４】
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　前記マルチチャンネル信号がステレオ信号である請求項１８から２３のいずれか一項に
記載のプログラム。
【請求項２５】
　原マルチチャンネルオーディオ信号を低周波数帯域信号と高周波数帯域信号とに分割し
、前記低周波数信号を符号化し、前記マルチチャンネル用の前記高周波数帯域信号を個別
に符号化する先行するステップを具備し、この結果として前記マルチチャンネルの各マル
チチャンネル用の前記パラメータ値を得る方法であって、前記高周波数帯域信号用として
上記の結果得られた少なくとも前記パラメータ値を前記モノオーディオ信号を合成するた
めに組み合わせる請求項１８から２４のいずれか一項に記載のプログラム。
【請求項２６】
　プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能記録媒体であって、前記プログラムは
、
　利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーディオ信号
を合成するために使用されるものであり、前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信
号が、少なくともオーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、前記マルチチャンネルオ
ーディオ信号の個々のチャンネル用の個別のパラメータ値を含み、前記プログラムはコン
ピュータに、
　前記パラメータ領域の中で前記マルチチャンネルのパラメータ値を組み合わせるステッ
プと、
　モノオーディオ信号を合成するために前記組み合わされたパラメータ値を利用するステ
ップと、を実行させ、
　前記パラメータ値を組み合わせるステップが、前記マルチチャンネルにおけるそれぞれ
の活動に関する情報に基づいて少なくとも１つのパラメータに対して制御されるコンピュ
ータ読み取り可能記録媒体。
【請求項２７】
　前記パラメータが前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、前記マル
チチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数とを含む請求項２６に記載のコンピュ
ータ読み取り可能記録媒体。
【請求項２８】
　請求項２６又は２７に記載のコンピュータ読み取り可能記録媒体であって、前記マルチ
チャンネルにおけるそれぞれの活動に関する前記情報が、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の短時間にわたる利得係数の組み合わせ
と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数と、
　前記マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の前記マルチチャンネルオーディオ信号
の周波数帯域の少なくとも一部の帯域におけるエネルギレベルと、
　前記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を出力する符号化端部から受信した前
記活動に関する個別のサイド情報と、のうちの少なくとも１つを含むコンピュータ読み取
り可能記録媒体。
【請求項２９】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示された場合、前記
第１のチャンネル用として利用可能な少なくとも１つのパラメータの値を無視する請求項
２６から２８のいずれか一項に記載のコンピュータ読み取り可能記録媒体。
【請求項３０】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示された場合、前記
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マルチチャンネル用として利用可能な少なくとも１つの別のパラメータの値の平均値を計
算する請求項２９に記載のコンピュータ読み取り可能記録媒体。
【請求項３１】
　前記マルチチャンネルにおける活動に関する前記情報によって、前記マルチチャンネル
のうちの第１のマルチチャンネルにおける活動の方が、前記マルチチャンネルのうちの少
なくとも１つの別のマルチチャンネルの場合よりも著しく低いことが示されなかった場合
、前記マルチチャンネル用として利用可能な前記マルチチャンネルの値の平均値を計算す
る請求項２６から３０のいずれか一項に記載のコンピュータ読み取り可能記録媒体。
【請求項３２】
　前記マルチチャンネル信号がステレオ信号である請求項２６から３１のいずれか一項に
記載のコンピュータ読み取り可能記録媒体。
【請求項３３】
　原マルチチャンネルオーディオ信号を低周波数帯域信号と高周波数帯域信号とに分割し
、前記低周波数信号を符号化し、前記マルチチャンネル用の前記高周波数帯域信号を個別
に符号化する先行するステップを具備し、この結果として前記マルチチャンネルの各マル
チチャンネル用の前記パラメータ値を得る方法であって、前記高周波数帯域信号用として
上記の結果得られた少なくとも前記パラメータ値を前記モノオーディオ信号を合成するた
めに組み合わせる請求項２６から３２のいずれか一項に記載のコンピュータ読み取り可能
記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオー
ディオ信号を合成する方法に関し、上記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号には
、少なくともオーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、上記マルチチャンネルオーデ
ィオ信号の個々のチャンネル用の個別のパラメータ値が含まれる。本発明は、対応するオ
ーディオデコーダと、対応する符号化システムと、対応するソフトウェアプログラム製品
とにも同様に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオ符号化システムが現状技術から知られている。これらのシステムは、特に、
オーディオ信号の格納や送信に利用される。
【０００３】
　オーディオ信号の送信用として採用されるオーディオ符号化システムは送信端側にエン
コーダを備え、受信端側にデコーダを備えている。この送信端と受信端とは例えば移動端
末装置などであってもよい。送信対象のオーディオ信号はエンコーダへ出力される。エン
コーダはオーディオデータレートをビットレートレベルに適合させる役割を果たし、この
ビットレートレベルで送信チャンネルの帯域条件に反することはなくなる。理想的には、
上記符号化処理時にエンコーダがオーディオ信号から関係のない情報のみを破棄すること
が望ましい。この場合、符号化済みオーディオ信号はオーディオ符号化システムの送信端
によって送信され、オーディオ符号化システムの受信端で受信される。受信端側のデコー
ダは上記符号化処理を逆向きに行って、耳に聞こえる減損がまったくない、あるいは、ほ
とんどない復号化済みオーディオ信号を取得する。
【０００４】
　オーディオデータを保存するためにオーディオ符号化システムが採用されている場合、
エンコーダにより出力されたオーディオデータを何らかの記憶装置に格納し、デコーダは
、この記憶装置から検索されたオーディオデータを復号化して、例えば何らかのメディア
プレイヤにより表示を行うようにする。この代替実施例では、エンコーダは、定義済みの
高帯域ＬＰＣモデルとして可能なかぎり低いビットレートを達成して、格納空間の節減を
図るようにすることを目標とする。
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【０００５】
　許されたビットレートに依存して、異なる符号化方式をオーディオ信号に適用ことがで
きる。
【０００６】
　ほとんどの場合、オーディオ信号のより低い周波数帯域と、より高い周波数帯域とは相
互に相関している。オーディオコーデック帯域拡張アルゴリズムは、一般に符号化対象の
オーディオ信号の帯域を２つの周波数帯域にまず分割する。次いで、より低い周波数帯域
はいわゆるコアコーデックにより処理され、一方、より高い周波数帯域は符号化用パラメ
ータに関する情報と、より低い周波数帯域から出される信号とを利用して処理される。高
周波数帯域符号化時に低周波数帯域符号化から得られるパラメータを利用することによっ
てビットレートが下がる結果、大幅な高帯域符号化が得られる。
【０００７】
　図１は典型的な分割帯域符号化および復号化システムを提示する図である。このシステ
ムはオーディオエンコーダ１０およびオーディオデコーダ２０を具備する。オーディオエ
ンコーダ１０は、２帯域分析フィルタバンク１１、低帯域用エンコーダ１２および高帯域
用エンコーダ１３を備える。オーディオデコーダ２０は、低帯域用デコーダ２１、高帯域
用デコーダ２２および２帯域合成フィルタバンク２３を備える。低帯域用エンコーダ１２
および低帯域用デコーダ２１は、例えば、適応マルチレート広帯域（ＡＭＲ－ＷＢ）標準
エンコーダおよびデコーダであってもよい。これに対して、高帯域用エンコーダ１３およ
び高帯域用デコーダ２２は、非依存符号化アルゴリズムか、帯域拡張アルゴリズムか、あ
るいは上記双方のアルゴリズムを組み合わされたアルゴリズムかのいずれかを具備するこ
とも可能である。例えば、上記提示システムは、拡張ＡＭＲ－ＷＢ（ＡＭＲ－ＷＢ＋）コ
ーデックを分割帯域符号化アルゴリズムとして利用するシステムと仮定されている。
【０００８】
　入力オーディオ信号１は、２帯域分析フィルタバンク１１によりまず処理され、この２
帯域分析フィルタバンク１１において、オーディオ周波数帯域はより低い周波数帯域とよ
り高い周波数帯域とに分割される。例示として、図２は、ＡＭＲ－ＷＢ＋の場合の２帯域
フィルタバンクの周波数応答の１例を示す図である。１２ｋＨｚオーディオ帯域は、０ｋ
Ｈｚ～６.４ｋＨｚ帯域Ｌと、６.４ｋＨｚ～１２ｋＨｚ帯域Ｈとに分割される。２－帯域
分析フィルタバンク１１では、この結果生じる周波数帯域は臨界的にダウンサンプルされ
ることになる。すなわち、低周波数帯域は１２.８ｋＨｚまでダウンサンプルされ、高周
波数帯域は１１.２ｋＨｚまで再サンプルされる。
【０００９】
　次いで、低周波数帯域と高周波数帯域とは、それぞれ、低帯域用エンコーダ１２と、高
帯域用エンコーダ１３とによって互いに独立に符号化される。
【００１０】
　低帯域用エンコーダ１２は、この目的のために十分な原信号符号化アルゴリズムを具備
する。上記アルゴリズムには、代数的コード励起線形予測（ＡＣＥＬＰ）タイプのアルゴ
リズムと、変換ベースのアルゴリズムとが含まれる。実際に採用されるアルゴリズムはそ
れぞれ入力されているオーディオ信号の信号特性に基づいて選択される。上記ＡＣＥＬＰ
アルゴリズムは、典型的には、音声信号と、トランジェントとを符号化するために選択さ
れるが、これに対して、上記変換ベースのアルゴリズムは、典型的には、音楽信号および
トーン様信号を符号化して、周波数分解能をより良好に処理するために選択される。
【００１１】
　ＡＭＲ－ＷＢ＋コーデックでは、高帯域用エンコーダ１３は線形予測符号化（ＬＰＣ）
を利用して、高周波数帯域信号のスペクトル包絡のモデル化を行う。次いで、上記合成済
み信号のスペクトル特性を定義するＬＰＣ合成フィルタ係数、並びに、合成済み高周波数
帯域オーディオ信号の振幅を制御する励起信号用の利得係数によって高周波数帯域につい
て説明することができる。高帯域励起信号は低帯域用エンコーダ１２からコピーされる。
上記ＬＰＣ係数と上記利得係数とは専ら送信用として出力される。
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【００１２】
　高帯域用エンコーダ１３と、低帯域用エンコーダ１２との出力は単一ビットストリーム
２に多重化される。
【００１３】
　多重化済みのビットストリーム２は、例えば通信チャンネルを介してオーディオデコー
ダ２０へ送信され、このオーディオデコーダ２０の中で低周波数帯域と高周波数帯域とは
別個に復号化される。
【００１４】
　低帯域用デコーダ２１では、低帯域用エンコーダ１２における上記処理が逆方向に行わ
れ、低周波数帯域用オーディオ信号の合成が図られることになる。
【００１５】
　高周波数帯域で使用されるサンプリングレートに合わせて低帯域用デコーダ２１が出力
する低周波数帯域用励起信号の再サンプリングを行うことによって、高帯域用デコーダ２
２において励起信号が生成される。すなわち、低周波数帯域信号を高周波数帯域へ極性反
転することによって、低周波数帯域用励起信号が再使用され、高周波数帯域の復号化が図
られることになる。上記とは別に、高周波数帯域信号の再構成を行うためにランダムな励
起信号を生成することも可能である。次いで、上記ＬＰＣ係数によって定義された高帯域
ＬＰＣモデルを介してスケールされた励起信号のフィルタリングを行うことにより高周波
数帯域信号の再構成が行われる。
【００１６】
　２帯域合成フィルタバンク２３では、上記復号化済み低周波数帯域信号と高周波数帯域
信号とは原サンプリング周波数までアップサンプルされ、合成済みの出力オーディオ信号
３と合成される。
【００１７】
　符号化対象の入力オーディオ信号１はモノオーディオ信号や、少なくとも第１および第
２のチャンネル信号を含むマルチチャンネルオーディオ信号であってもよい。マルチチャ
ンネルオーディオ信号の１例として、左チャンネル信号と右チャンネル信号とから構成さ
れるステレオオーディオ信号がある。
【００１８】
　ＡＭＲ－ＷＢ＋コーデックのステレオ処理の場合、上記入力オーディオ信号は、２帯域
分析フィルタバンク１１において低周波数帯域信号と高周波数帯域信号とに等しく分割さ
れる。低帯域用エンコーダ１２は、低周波数帯域において左チャンネル信号と右チャンネ
ル信号を合成することによってモノ信号を生成する。上記モノ信号は上述のように符号化
される。さらに、低帯域用エンコーダ１２はパラメトリック符号化を利用して、左右のチ
ャンネル信号の違いをモノ信号へ符号化する。高帯域用エンコーダ１３は、個々のチャン
ネル用の個別の利得係数とＬＰＣ係数とを決定することによって左チャンネルと右チャン
ネルとを個別に符号化する。
【００１９】
　入力オーディオ信号１がマルチチャンネルオーディオ信号であり、しかも、上記合成済
みオーディオ信号３を提示する装置がマルチチャンネルのオーディオ出力をサポートして
いない場合、マルチチャンネルビットストリーム２をオーディオデコーダ２０によってモ
ノオーディオ信号に変換する必要がある。低周波数帯域側では、マルチチャンネル信号の
モノ信号への変換が直接行われる。というのは、低帯域用デコーダ２１が、上記受信ビッ
トストリーム内のステレオパラメータを単に省いて、モノ部分のみを復号化することが可
能であるからである。高周波数帯域がない場合、さらに多くの処理が必要となる。という
のは、高周波数帯域の個々のモノ信号部分はビットストリームの形では利用できないから
である。
【００２０】
　従来の方式では、高周波数帯域用のステレオビットストリームが左右のチャンネル信号
用として個別に復号化され、次いで、ダウンミキシング処理時にモノ信号が左右のチャン
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ネル信号を合成することによって、上記ステレオビットストリームが形成される。上記ア
プローチが図３に例示されている。
【００２１】
　図３は、モノオーディオ信号出力用の図１の高帯域用デコーダ２２の細部を概略的に示
す図である。高帯域用デコーダは、左チャンネル処理部３０と右チャンネル処理部３３と
を具備する。左チャンネル処理部３０はＬＰＣ合成フィルタ３２と接続されたミキサ３１
を備える。右チャンネル処理部３３も同様に、このミキサ３４はＬＰＣ合成フィルタ３５
と接続されているミキサ３４を備えている。ＬＰＣ合成フィルタ３２、３５の双方の出力
部はさらに別のミキサ３６と接続されている。
【００２２】
　上記低帯域用デコーダ２１が出力した低周波数帯域用励起信号はミキサ３１と３４のい
ずれかのミキサへ送出される。ミキサ３１は左チャンネル用利得係数を低周波数帯域用励
起信号へ印加する。次いで、左チャンネル高帯域信号は、左チャンネル用のＬＰＣ係数に
よって定義された高帯域ＬＰＣモデルを介して、スケール済みの励起信号のフィルタリン
グを行うことによって、ＬＰＣ合成フィルタ３２により再構成される。ミキサ３４は右チ
ャンネル用利得係数を低周波数帯域用励起信号へ印加する。次いで、右チャンネル用のＬ
ＰＣ係数によって定義された高帯域ＬＰＣモデルを介して、右チャンネル用の高帯域信号
は、スケールされた励起信号のフィルタリングを行うことによりＬＰＣ合成フィルタ３５
によって再構成される。
【００２３】
　次いで、再構成された左チャンネル高周波数帯域信号並びに再構成された右チャンネル
高周波数帯域信号は、時間領域における上記帯域信号の平均値を計算することによって、
ミキサ３６によるモノ高周波数帯域信号に変換される。
【００２４】
　上記は、原理的には、単純でかつ実際に使えるアプローチである。しかし、このアプロ
ーチは、たとえ最終的には単一のチャンネル信号が必要となる場合であっても、マルチチ
ャンネルの固別の合成を必要とするものである。
【００２５】
　さらに、マルチチャンネルオーディオ入力信号１が、マルチチャンネルオーディオ信号
のエネルギのほとんどがチャンネルのうちの１つのチャンネルにかかるような非平衡な信
号である場合、それらの平均値の計算によるマルチチャンネルの直接ミキシングが結果と
して合成信号の減衰を生じることになる。極端な場合、チャンネルのうちの１つのチャン
ネルが完全に無音になった結果、合成信号のエネルギレベルが、原アクティブ入力チャン
ネルのエネルギレベルの１／２になることもある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づくモノオーディオ信号の合成に必要
な処理時の負荷を減らすことが本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーディオ信号
を合成する方法が提案され、上記符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号は、少なく
ともオーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、上記マルチチャンネルオーディオ信号
の個々のチャンネル用の個別のパラメータ値を含む。上記提案された方法は、少なくとも
オーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、上記パラメータ領域において上記マルチチ
ャンネルのパラメータ値を組み合わせるステップを具備する。上記提案された方法は、少
なくともオーディオ周波数帯域の一部の帯域用として、モノオーディオ信号を合成するた
めに上記組み合わされたパラメータ値を利用するステップをさらに具備する。
【００２８】
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　さらに、利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーデ
ィオ信号を合成するためのオーディオデコーダが提案される。符号化済みマルチチャンネ
ルオーディオ信号には、原マルチチャンネルオーディオ信号の少なくともオーディオ周波
数帯域の一部の帯域用として、前記マルチチャンネルオーディオ信号の個々のチャンネル
用の個別のパラメータ値が含まれる。提案されたオーディオデコーダは、少なくともマル
チチャンネルオーディオ信号の周波数帯域の一部の帯域用として、パラメータ領域におい
てマルチチャンネルのパラメータ値を組み合わせるように為す少なくとも１つのパラメー
タ選択部を具備する。提案されたオーディオデコーダは、パラメータ選択部が出力した組
み合わされたパラメータに基づいて、少なくとも、マルチチャンネルオーディオ信号の周
波数帯域の一部の帯域用モノオーディオ信号を合成するように為すオーディオ信号合成部
をさらに具備する。
【００２９】
　さらに、提案されたデコーダに加えて、符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を
出力するオーディオエンコーダを具備する符号化システムが提案される。
【００３０】
　最後に、利用可能な符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号に基づいてモノオーデ
ィオ信号を合成するためのソフトウェアコードが格納されたソフトウェアプログラム製品
が提案される。符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号には、少なくとも原マルチチ
ャンネルオーディオ信号の一部の帯域用として、マルチチャンネルオーディオ信号の個々
のチャンネル用の個別のパラメータ値が含まれる。提案されたソフトウェアコードは、オ
ーディオデコーダで実行しているとき、提案された方法ステップを実行する。
【００３１】
　特に、符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号は、排他的にというわけではないが
、符号化済みステレオオーディオ信号であってもよい。
【００３２】
　本発明は、これらのマルチチャンネル用として利用可能なパラメータ値が、復号化前に
パラメータ領域の中で予め組み合わされている場合、モノオーディオ信号を取得するため
に、利用可能なマルチチャンネルの個別の復号化を回避することができるという考察から
進行するものである。この時、組み合わされたパラメータ値は単一チャンネル用として利
用することが可能となる。
【００３３】
　本発明によって、デコーダ側における処理時の負荷の節減が可能となること、並びに、
デコーダの複雑さが減らされることが本発明の利点である。マルチチャンネルが分割帯域
システムで処理されるステレオチャンネルである場合、例えば、双方のチャンネルに対し
て高周波数帯域合成フィルタリングを個々に実施し、結果として生じる左右のチャンネル
信号のミキシングを行う場合と比較すると、高周波数帯域合成フィルタリングに必要な処
理時の負荷のほぼ１／２の節減が可能となる。
【００３４】
　本発明の１つの実施形態では、上記パラメータにはマルチチャンネルの各マルチチャン
ネル用利得係数と、マルチチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数とが含まれる
ことになる。
【００３５】
　例えば、すべてのチャンネルを介して一般に利用可能なパラメータ値の平均値を計算す
ることによって、静的な方法でパラメータ値の組み合わせを実現することも可能である。
しかし、好適には、マルチチャンネルにおけるそれぞれの活動に関する情報に基づいて、
少なくとも１つのパラメータ用のパラメータ値の組み合わせを制御することが望ましい。
こうすることによって、スペクトル特性と信号レベルとをそれぞれのアクティブチャンネ
ルにおけるスペクトル特性と信号レベルとに可能なかぎり近づけてモノオーディオ信号を
達成し、それによって合成されたモノオーディオ信号の改善されたオーディオ品質を達成
することが可能となる。
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【００３６】
　第１のチャンネルでの活動の方が第２のチャンネルの場合よりも著しく高い場合、第１
のチャンネルがアクティブチャンネルになるものと仮定することが可能であり、一方、第
２のチャンネルが原オーディオ信号に対して基本的に耳に聞こえるだけの寄与をしない無
音チャンネルとなるように仮定することが可能である。無音チャンネルが存在する場合、
パラメータ値を組み合わせるとき、少なくとも１つのパラメータのパラメータ値を完全に
無視することが望ましい。この結果、合成されたモノ信号はアクティブチャンネルと類似
の信号になる。他のすべての場合、例えば、平均値またはすべてのチャンネルにわたる加
重平均値を形成することによってパラメータ値を組み合わせることも可能である。加重平
均の場合、チャンネルに割り当てられた重み付けは、その他の単複のチャンネルと比較さ
れるチャンネルの相対的活動と共に上昇する。別の方法も上記組み合わせの実施に同様に
利用可能である。同様に、平均値の計算や別の何らかの方法によって、アクティブチャン
ネルのパラメータ値と、破棄すべきではない無音チャンネル用パラメータ値を組み合わせ
るようにすることも可能である。
【００３７】
　種々のタイプの情報によって、マルチチャンネルにおけるそれぞれの活動に関する情報
を形成することも可能である。例えば、マルチチャンネルの各マルチチャンネル用利得係
数によって、マルチチャンネルの各マルチチャンネル用の短時間にわたる利得係数の組み
合わせによって、あるいは、マルチチャンネルの各マルチチャンネル用線形予測係数によ
って上記情報を示すことも可能である。同様に、マルチチャンネルの各マルチチャンネル
用のマルチチャンネルオーディオ信号の周波数帯域における少なくとも一部の帯域のエネ
ルギレベルによって、あるいは、符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を出力する
エンコーダから受信した活動に関する個別のサイド情報によって、活動情報を示すことも
可能である。
【００３８】
　符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号を取得するために、原マルチチャンネルオ
ーディオ信号を例えば低周波数帯域信号と高周波数帯域信号とに分割することも可能であ
る。この場合、低周波数帯域信号を通常の方法で符号化してもよい。また、マルチチャン
ネル用の高周波数帯域信号を通常の方法で個別に符号化することも可能であり、この結果
、マルチチャンネルの各マルチチャンネル用のパラメータ値が得られることになる。この
時、符号化済みマルチチャンネルオーディオ信号全体のうちの少なくとも符号化済み高周
波数帯域部分を本発明に基づいて処理することも可能である。
【００３９】
　しかし、同様に、信号全体のうちの低周波数帯域部分のマルチチャンネルのパラメータ
値を本発明に基づいて処理して、例えば信号レベルにおけるインバランスなどの、低周波
数帯域と高周波数帯域間のインバランスの防止を図るようにすることも可能である旨を理
解する必要がある。上記とは別に、高周波数帯域での無音チャンネル用のパラメータ値で
あって、信号レベルに影響を与えるパラメータ値が実際には破棄されずに、信号のスペク
トル特性に影響を与える無音チャンネル用のパラメータ値のみが破棄される場合が考えら
れる。
【００４０】
　本発明は、排他的なものではないが、例えばＡＭＲ－ＷＢ＋ベースの符号化システムに
おいて実現可能である。
【００４１】
　本発明の他の目的と特徴は、添付図面と関連して考察される以下の詳細な説明から明ら
かになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　本発明は、図１のシステムで実施されるものとして仮定されている。したがって以下の
説明でも図１を参照することにする。符号化を行うために入力オーディオ信号１をオーデ
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ィオエンコーダ１０へ出力し、一方、オーディオデコーダ２０は表示用として復号化済み
モノオーディオ信号３を出力する必要がある。
【００４３】
　このようなモノオーディオ信号３を処理時の低い負荷によって出力できるようにするた
めに、本発明の第１の単純な実施形態に従ってシステムの高帯域用デコーダ２２を実現す
ることも可能である。
【００４４】
　図４はこの高帯域用デコーダ２２の概略ブロック図である。高帯域用デコーダ２２の低
帯域励起入力部は、ミキサ４０およびＬＰＣ合成フィルタ４１を介して高帯域用デコーダ
２２の出力部と接続される。高帯域用デコーダ２２は平均値計算ブロック４２を具備し、
利得平均値計算ブロック４２は上記ミキサ、並びに、ＬＰＣ合成フィルタ４１と接続され
たＬＰＣ平均値計算ブロック４３と接続される。
【００４５】
　システムは以下のように作動する。
【００４６】
　オーディオエンコーダ１０へのステレオ信号入力は、２帯域分析フィルタバンク１１に
よって低周波数帯域と高周波数帯域とに分割される。低帯域用エンコーダ１１は、上述の
ように低周波数帯域オーディオ信号を符号化する。ＡＭＲ－ＷＢ＋高帯域用エンコーダ１
２は、左右のチャンネル用の高帯域ステレオ信号を個別に符号化する。さらに詳細には、
ＡＭＲ－ＷＢ＋高帯域用エンコーダ１２は、上述のように、個々のチャンネル用利得係数
と線形予測係数とを決定する。
【００４７】
　符号化済みモノ低周波数帯域信号と、ステレオ低周波数帯域パラメータ値と、ステレオ
高周波数帯域パラメータ値とは、ビットストリーム２の形でオーディオデコーダ２０へ送
信される。
【００４８】
　低帯域用デコーダ２１は復号化用のビットストリームの低周波数帯域部分を受信する。
この復号化時に、低帯域用デコーダ２１はステレオパラメータを省き、モノ部分のみを復
号化する。この結果、モノ低周波数帯域オーディオ信号が得られることになる。
【００４９】
　高帯域用デコーダ２２は、送信されたビットストリームから高周波数帯域パラメータ値
を一方で受信し、他方で低帯域用デコーダ２１によって出力された低帯域励起信号を受信
する。
【００５０】
　高周波数帯域パラメータには、それぞれ、左チャンネル用利得係数と、右チャンネル用
利得係数と、左チャンネルＬＰＣ係数と、右チャンネルＬＰＣ係数とが含まれる。平均値
計算ブロック４２では、左チャンネル用および右チャンネル用のそれぞれの利得係数の平
均値が計算され、この平均利得係数はミキサ４０により利用され、低帯域励起信号のスケ
ーリングが行われる。この結果生じる信号はフィルタリング用としてＬＰＣ合成フィルタ
４１へ出力される。
【００５１】
　平均ＬＰＣ計算ブロック４３では、左チャンネル用および右チャンネル用のそれぞれの
線形予測係数が組み合わされる。ＡＭＲ－ＷＢ＋では、例えば、イミッタンス・スペクト
ル・ペア（ＩＳＰ）領域内で受信した係数にわたる平均値を計算することによって、双方
のチャンネルからＬＰＣ係数の組み合わせをつくることができる。次いで、平均係数はＬ
ＰＣ合成フィルタ４１の構成に利用され、スケールされた低帯域励起信号はこのＬＰＣ合
成フィルタ４１に従うことになる。
【００５２】
　スケールされ、フィルタされた低帯域励起信号は所望のモノ高帯域オーディオ信号を形
成する。



(13) JP 4495209 B2 2010.6.30

10

20

30

40

50

【００５３】
　モノ低帯域オーディオ信号とモノ高帯域オーディオ信号とが２帯域合成フィルタバンク
２３で合成され、この結果生じる合成済み信号３は表示用として出力される。
【００５４】
　図３の高帯域用エンコーダを使用するシステムと比較すると、図４の高帯域用エンコー
ダを使用するシステムには、合成済み信号を生成するための処理パワーのほぼ１／２しか
必要としないという利点がある。というのは、合成済み信号が生成されるのは一回だけだ
からである。
【００５５】
　但し、上記チャンネルのうち唯一のチャンネルの中にアクティブ信号入力部を有するス
テレオオーディオの場合には、合成信号で生じる可能性のある減衰という上述の問題は残
ることに留意する必要がある。
【００５６】
　さらに、上記唯一のアクティブチャンネルを有するステレオオーディオ入力信号の場合
、線形予測係数の平均値の計算は、結果として生じる合成信号の中にスペクトルの‘平坦
化’という望ましくない副作用が生じることになる。アクティブチャンネルのスペクトル
特性を有する代わり、アクティブチャンネルの前記‘実在の’スペクトルと無音チャンネ
ルの実際には平坦なまたはランダム様スペクトルとの組み合わせに起因して、合成信号が
いくぶん歪められたスペクトル特性を有することになる。
【００５７】
　この影響が図５に例示されている。図５は、８０ｍｓのフレームにわたって計算された
３つの異なるＬＰＣ合成フィルタ周波数応答に対して、周波数にわたる振幅を描くグラフ
である。実線はアクティブチャンネルのＬＰＣ合成フィルタ周波数応答を表わす。点線は
無音チャンネルのＬＰＣ合成フィルタ周波数応答を表わす。破線は、ＩＳＰ領域の中で双
方のチャンネルからのＬＰＣモジュールの平均値を計算するとき、結果として生じるＬＰ
Ｃ合成フィルタ周波数応答を表わす。平均値の計算が行われたＬＰＣフィルタが、実在の
スペクトルのいずれにも厳密には似ていないスペクトルを作成するものであることがわか
る。実際には高周波数帯域での低下したオーディオ品質としてこの現象を耳で聞くことが
可能である。
【００５８】
　処理時に低い負荷を伴うモノオーディオ信号３の出力だけでなく、高帯域用デコーダに
関する図４の未解決の別の制約条件を回避するモノオーディオ信号３の出力も可能にする
ために、本発明の第２の実施形態に従って図１のシステムの高帯域用デコーダ２２を実装
してもよい。
【００５９】
　図６はこのような高帯域用デコーダ２２の概略ブロック図である。高帯域用デコーダ２
２の低帯域励起入力部は、ミキサ６０およびＬＰＣ合成フィルタ６１を介して高帯域用デ
コーダ２２の出力部と接続される。高帯域用デコーダ２２はさらに、ミキサ６０と接続さ
れた利得選択論理回路６２、並びに、ＬＰＣ合成フィルタ６１と接続されたＬＰＣ選択論
理回路６３を具備する。
【００６０】
　図６の高帯域用エンコーダを使用するシステム２２での処理について図７を参照しなが
ら以下説明する。図７は、フローチャートの上部にオーディオエンコーダ１０での処理を
描き、その下部にシステムのオーディオデコーダ２０での処理を描くフローチャートであ
る。上部と下部とは水平破線によって分けられている。
【００６１】
　エンコーダへのステレオオーディオ信号入力１は２帯域分析フィルタバンク１１によっ
て低周波数帯域と高周波数帯域とに分割される。低帯域用エンコーダ１２は低周波数帯域
を符号化する。ＡＭＲ－ＷＢ＋高帯域用エンコーダ１３は左右のチャンネル用高周波数帯
域を個別に符号化する。さらに詳細には、ＡＭＲ－ＷＢ＋高帯域用エンコーダ１３は双方
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のチャンネル用の専用利得係数と線形予測係数とを高周波数帯域パラメータとして決定す
る。
【００６２】
　符号化済みモノ低周波数帯域信号と、ステレオ低周波数帯域パラメータ値と、ステレオ
高周波数帯域パラメータ値とがビットストリーム２の形でオーディオデコーダ２０へ送信
される。
【００６３】
　低帯域用デコーダ２１はビットストリーム２の低周波数帯域関連部分を受信し、この部
分を復号化する。復号化時に、低帯域用デコーダ２１は受信済みのステレオパラメータを
省き、モノ部分のみを復号化する。この結果としてモノ低帯域オーディオ信号が得られる
。
【００６４】
　高帯域用デコーダ２２は、一方で、左チャンネル用利得係数、右チャンネル用利得係数
、左チャンネル用線形予測係数および右チャンネル用線形予測係数を受信し、他方で、低
帯域用デコーダ２１が出力した低帯域励起信号を受信する。左チャンネル用利得と右チャ
ンネル用利得とはチャンネル活動情報と同時に利用される。代わりに、高周波数帯域にお
ける活動分布を左右のチャンネルへ示す別の或るチャンネル活動情報を追加パラメータと
して高帯域用エンコーダ１３により提供することも可能であることに留意する必要がある
。
【００６５】
　チャンネル活動情報が評価され、利得選択論理回路６２によって左チャンネル用と右チ
ャンネル用利得係数が単一の利得係数に対する評価に基づいて組み合わされる。次いで、
ミキサ６０によって低帯域用デコーダ２１が出力した低周波数帯域励起信号に上記選択し
た利得が印加される。
【００６６】
　さらに、左チャンネル用および右チャンネル用のＬＰＣ係数は、単一セットのＬＰＣ係
数に対する評価に従ってＬＰＣモデル選択論理回路６３により組み合わされる。組み合わ
されたＬＰＣモデルはＬＰＣ合成フィルタ６１へ供給される。ＬＰＣ合成フィルタ６１は
、ミキサ６０が出力したスケール済み低周波数帯域励起信号に対して選択済みＬＰＣモデ
ルを印加する。
【００６７】
　次いで、結果として生じる高周波数帯域オーディオ信号は、２帯域合成フィルタバンク
２３において、モノ全帯域オーディオ信号へのモノ低周波数帯域オーディオ信号と合成さ
れる。このモノ全帯域オーディオ信号は、ステレオオーディオ信号の処理能力を備えてい
ない表示装置用としてまたはアプリケーション用として出力することも可能である。
【００６８】
　図７のフローチャートの２重線のブロックとして示されるチャンネル活動情報の提案さ
れた評価並びに後続するパラメータ値の組み合わせを様々な方法で実行することができる
。図８と図９のフローチャートを参照しながら２つのオプションを示すことにする。
【００６９】
　図８に例示の第１のオプションでは、１つのフレームの継続時間にわたる左チャンネル
用利得係数の平均値の計算がまず行われ、次いで、同じ様に１つのフレームの継続時間に
わたる右チャンネル用利得係数の平均値の計算が行われる。
【００７０】
　次いで、右チャンネル用利得の平均値が左チャンネル用利得の平均値から減算され、そ
の結果、個々のフレームについて或る一定の利得差が得られることになる。
【００７１】
　この利得差が第１のしきい値よりも小さければ、このフレーム用として組み合わされた
利得係数は右チャンネル用として与えられる利得係数に等しくセットされる。さらに、こ
のフレーム用として組み合わされたＬＰＣモデルは、右チャンネル用として与えられるＬ
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ＰＣモデルに等しくセットされる。
【００７２】
　上記利得差が第２のしきい値よりも大きくなった場合、このフレーム用として組み合わ
された利得係数は左チャンネル用として与えられる利得係数に等しくセットされる。さら
に、このフレーム用として組み合わされたＬＰＣモデルは、左チャンネル用として設けら
れたＬＰＣモデルに等しくセットされる。
【００７３】
　他のすべての場合、上記フレーム用として組み合わされた利得係数は左チャンネル用の
それぞれの利得係数並びに右チャンネル用のそれぞれの利得係数にわたる平均値に等しく
セットされる。このフレーム用として組み合わされたＬＰＣモデルは、左チャンネル用の
それぞれのＬＰＣモデル、並びに、右チャンネル用のそれぞれのＬＰＣモデルにわたる平
均値に等しくなるようにセットされる。
【００７４】
　第１のしきい値と第２のしきい値とは、所望の感度、および、ステレオからモノへの変
換を必要とするアプリケーションタイプに依存して選択される。適切な値としては、例え
ば、第１のしきい値用として－２０ｄＢおよび第２のしきい値用として２０ｄＢなどがあ
る。
【００７５】
　したがって、それぞれのフレームの間、これらのチャンネルのうちの一方のチャンネル
が無音チャンネルと考えられ、それに対して他方のチャンネルがアクティブなチャンネル
と考えることができる場合、平均利得係数の大きな違いに起因して、利得係数と無音チャ
ンネルのＬＰＣモデルとはフレームの継続時間の間無視されることになる。これは生じる
可能性のあることである。というのは、無音チャンネルはミックスされたオーディオ出力
装置に対して耳に聞こえるだけの寄与をしていないからである。パラメータ値のこのよう
な組み合わせによって、スペクトル特性と信号レベルとがそれぞれのアクティブチャンネ
ルに可能なかぎり近くなることが保証されることになる。
【００７６】
　高周波数帯域処理に関連して上記したように、ステレオパラメータを省く代わりに、低
帯域用デコーダが、組み合わされたパラメータ値を形成して、これらのパラメータ値を信
号のモノ部分に印加することも可能であることに留意する必要がある。
【００７７】
　図９に例示のパラメータ値を組み合わせる第２のオプションでは、左チャンネル用利得
係数と、右チャンネル用利得係数との平均値も１つのフレームの継続時間にわたってそれ
ぞれ計算される。
【００７８】
　次いで、右チャンネルの平均利得が、左チャンネルの平均利得から減算され、その結果
、個々のフレームについて或る一定の利得差が得られることになる。
【００７９】
　上記利得差が第１の低いしきい値よりも小さければ、このフレーム用の組み合わされた
ＬＰＣモデルは、右チャンネル用として与えられるＬＰＣモデルに等しくセットされる。
【００８０】
　上記利得差が第２の高いしきい値よりも大きければ、このフレーム用の組み合わされた
ＬＰＣモデルは左チャンネル用として与えられるＬＰＣモデルにセットされる。
【００８１】
　他のすべての場合、このフレーム用の組み合わされたＬＰＣモデルは、左チャンネル用
のそれぞれのＬＰＣモデル、および、右チャンネル用のそれぞれのＬＰＣモデルにわたる
平均値に等しくなるようにセットされる。
【００８２】
　フレーム用の上記組み合わされた利得係数は、いずれの場合にも、左チャンネル用のそ
れぞれの利得係数および右チャンネル用のそれぞれの利得係数にわたる平均値に等しくに
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セットされる。
【００８３】
　ＬＰＣ係数は合成済み信号のスペクトル特性のみに対して直接影響を与える。したがっ
て、ＬＰＣ係数のみの合成によって、結果的に所望のスペクトル特性が得られることにな
るが、この合成は信号減衰の問題を解決するものではない。しかし、上記ＬＰＣ係数のみ
の合成には、本発明に準拠して低周波数帯域がミックスされていない場合、低周波数帯域
と高周波数帯域間のバランスが保持されるという利点がある。高周波数帯域での信号レベ
ルの保持は、相対的に過度に大きな音の信号を高周波数帯域に導入することによって、低
周波数帯域と高周波数帯域間のバランスを変化させることになり、これは結果としておそ
らく低下した主観的オーディオ品質を生じることになる。
【００８４】
　記載の実施形態は、多くの点でさらに修正が可能な、多様な形態をとる実施形態のうち
のいくつかの実施形態にすぎないことを付記しておく必要がある。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】分割帯域符号化システムの概略ブロック図である。
【図２】２帯域フィルタバンクの周波数応答を示すグラフである。
【図３】ステレオからモノへ変換するための従来型の高帯域用デコーダの概略ブロック図
である。
【図４】本発明の第１の実施形態に従うステレオからモノへ変換するための高帯域用デコ
ーダの概略ブロック図である。
【図５】図４の高帯域用デコーダを用いた結果生じる、ステレオ信号用、並びに、モノ信
号用の周波数応答を例示するグラフである。
【図６】本発明の第２の実施形態に従うステレオからモノへ変換するための高帯域用デコ
ーダの概略ブロック図である。
【図７】図６の高帯域用デコーダを使用するシステムにおける処理を例示するフローチャ
ートである。
【図８】図７のフローチャートにおけるパラメータを組み合わせるための第１のオプショ
ンを例示するフローチャートである。
【図９】図７のフローチャートにおけるパラメータを組み合わせるための第２のオプショ
ンを例示するフローチャートである。
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